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JAニュース

し
ま
ね
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
佐
々
木
京
子
会
長
）
は
、２
月
７
日
、

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
管
内
生
産
者

の
圃
場
視
察
、
き
ん
さ
い
市
場
見
学
、

島
根
県
・
浜
田
市
・
Ｊ
Ａ
と
の
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
の
意
見
交
換
会
で
は
、
島
根

県
・
浜
田
市
・
Ｊ
Ａ
か
ら
農
業
振
興
の

取
組
み
を
報
告
。
参
加
者
か
ら
、
実

際
に
農
業
経
営
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

農
業
経
営
や
後
継
者
育
成
の
課
題
等

熱
心
に
意
見
交
換
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
子
を
持
つ
親
の
立
場
か
ら

の
意
見
も
あ
り
、
学
校
給
食
の
食
材
な

ど
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
会
長
は
、「
本
会
は
コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
を
一
時
休
止
し
て
い
た

が
、
今
後
は
継
続
的
に
活
動
し
、
色

ん
な
方
と
交
流
し
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
み
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
ぶ
ど
う
部
会
生

産
技
術
部
（
藤
若
将
浩
部
長
）

は
、
２
月
８
、
21
日
の
２
日
間
、

浜
田
市
金
城
町
に
お
い
て
ぶ
ど

う
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
ぶ
ど
う
栽
培

繁
忙
期
を
迎
え
る
前
ま
で
に
講

習
会
で
は
聞
け
な
い
こ
と
、
天

候
不
順
に
よ
り
作
業
予
定
が
立

て
に
く
く
作
業
が
間
に
合
わ
な

い
こ
と
、
近
年
、
新
規
就
農
者
が
増
え
て
い
る
中
で

分
か
ら
な
い
こ
と
を
１
つ
で
も
克
服
し
よ
う
と
い
う

こ
と
か
ら
今
回
、
初
め
て
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業
振

興
部
米
山
普
及
員
よ
り
、
年
間
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
作
成
、
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
の

霜
害
対
策
や
各
地
区
の
ぶ
ど
う
部
会
の
取
組
の
紹
介

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
で
は
、
会
員
同
士
で
意

見
交
換
し
な
が
ら
各
圃
場
・
作
型
の
剪
定
・
芽
か
き
・

花
穂
整
形
・
摘
粒
な
ど
の
項
目
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

に
書
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

霜
害
対
策
で
は
、
冬
季
中
気
温
の
高
い
状
況
が
続

い
て
お
り
発
芽
の
前
進
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
生
育

状
況
や
天
候
予
報
へ
細
心
の
注
意
を
は
ら
う
な
ど
、

霜
害
対
策
（
温
度
を
上
げ
る
対
策
、
耕
種
的
対
策
）

の
準
備
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

同
部
会
で
は
１
月
末
か
ら
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
被

覆
、
２
重
被
覆
が
開
始
さ
れ
、
早
い
園
で
は
水
上
が

り
が
始
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

１
月
22
日
、
江
津
市
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ル

キ
ー
ウ
ェ
イ
ホ
ー
ル
）
を
会

場
に
、
年
金
受
給
者
で
構

成
さ
れ
る
「
Ｊ
Ａ
年
金
友

の
会
」
の
活
動
と
し
て
、「
令

和
５
年
度
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い

わ
み
中
央
地
区
本
部
年
金
友
の
会
ふ
れ
あ
い
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
の
な
か
、
全
地
区
（
浜
田
・
江
津
・
三
隅
・

金
城
・
弥
栄
・
旭
）
か
ら
約
３
２
０
名
も
の
方
が
参
加
さ
れ
、『
鹿
島

壽
一
座
』
の
舞
踊
お
よ
び
地
芝
居
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
何
年
か
開
催
が
な

か
っ
た
け
ど
、
久
し
ぶ
り
に
観
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
わ
」「
４
年

ぶ
り
？
長
か
っ
た
ね
え
」「
バ
ス
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
ち
ょ
っ
と
し
た
旅

行
気
分
だ
っ
た
よ
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
」
で
は
今
回
の
よ
う
な
地
芝
居
観
劇
の
ほ
か
に
、

寿
ロ
ー
ド
と
題
し
た
日
帰
り
旅
行
や
宿
泊
旅
行
、
身
近
で
手
ご
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、
楽
し
い
時
間
の
提
供
や
年
金
友

の
会
会
員
同
士
の
親
睦
が
深
ま
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
年
金
受
給
者
の
皆
様
の
輪
が
広

が
る
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度

し
ま
ね
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
３
Ｃ
の
会
）
研
修
会
開
催

ぶ
ど
う
勉
強
会
開
催

笑
い
あ
り 

涙
あ
り
… 

年
金
友
の
会

ふ
れ
あ
い
大
会
４
年
ぶ
り
開
催
!!

き
ん
さ
い
市
場
黒
川
店
で

は
、
2
月
14
日
、「
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
産
直
市

場
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
日

ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
、
産
直

会
員
の
手
作
り
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
と
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を
特
別

甘
～
い
価
格
に
て
販
売
し
ま
し

た
。多
く
の
方
が
ご
来
店
さ
れ
、

き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
と

思
い
ま
す
。
２
月
も
終
わ
り
に

向
か
い
ま
す
。
今
年
は
日
々
天

候
に
も
恵
ま
れ
暖
か
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
も
う
春
は
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
♡

あ
り
が
と
う
の
感
謝
を
込
め
て

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」

イ
ベ
ン
ト
開
催
！

きんさいトピックス

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース
浜
田
支
店
で
は
２
月
15
日
の
来
店
感
謝
デ
ー
に
併
せ
、
浜

田
支
店
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

年
金
支
給
日
で
も
あ
り
、
通
常
来
店
者
の
約
１
・
５
倍
の

ご
来
店
を
い
た
だ
き
大
盛
況
で
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
管
内
で
栽
培
さ
れ
た
お
花
（
ビ
オ
ラ
の
小
鉢
）

を
来
店
者
全
員
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
イ
ベ
ン
ト
の
30
秒
ア
ン
ケ
ー
ト
＆
ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
会
で
は
、「
何
が
当
た
る
の
～
？
」
と
皆
さ
ん
興
味
津
々

で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浜
田
支
店
来
店
感
謝
デ
ー

12
月
来
店
感
謝
デ
ー

弥
栄
事
業
所
来
店
感
謝
デ
ー
＆

Ｊ
Ａ
弥
栄
Ｓ
Ｓ
３
周
年
記
念
祭

江
津
・
三
隅
・
金
城
・
旭

管
内
で
は
来
店
感
謝
デ
ー
を

12
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

支
店
で
は
組
合
員
・
利
用

者
の
み
な
さ
ん
に
日
頃
の
感

謝
を
込
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

ベ
ン
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
考

え
、
女
性
部
が
作
っ
た
お
餅

や
、
エ
コ
た
わ
し
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
来
店
し
た

皆
さ
ん
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
お
も
て
な
し
に
笑
顔
で
受
け
取
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
相
談
会
や
展
示
会
、
野
菜
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
併
設

し
、
来
店
さ
れ
た
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
職
員
と
話

を
し
た
り
、
来
店
者
同
士
で
話
し
た
り
と
に
ぎ
や
か
な
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

２
月
15
日
、
弥
栄
事
業
所
・

弥
栄
Ｓ
Ｓ
で
、
日
頃
の
感
謝
を

込
め
て
来
店
感
謝
デ
ー
と
３

周
年
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
来

店
感
謝
デ
ー
で
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用

者
や
来
店
者
へ
女
性
部
特
製
の

角
寿
司
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
ま
た
、
あ
ぐ
り
中
央
に
よ

る
肥
料
の
特
売
や
、
弥
栄
女
性

部
が
１
日
限
定
の
よ
っ
ち
ゃ
ん

さ
い
カ
フ
ェ
を
開
き
来
店
者
へ
心
も
体
も
温
ま
る
ぜ
ん
ざ
い

や
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
い
ま
し
た
。

弥
栄
Ｓ
Ｓ
で
は
、ガ
ソ
リ
ン
が
高
騰
し
て
い
る
中
で
す
が
、

全
油
種
３
円
引
き
を
行
い
、
沢
山
の
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
ま

し
た
。

ひ
と
つ
の
場
所
で
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
相
乗

効
果
も
あ
り
、
延
べ
２
５
４
名
の
お
客
様
が
来
店
さ
れ
ま
し

た
。

弥栄女性部カフェ弥栄女性部カフェ

弥栄 SS弥栄 SS

弥栄 ATM弥栄ATM

江津支店江津支店三隅支店三隅支店

金城支店金城支店

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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辰
の
干
支
飾
り
作
り　
～
跡
市
女
性
部
～

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り　
～
三
隅
周
布
地
早
乙
女
会
～

１
月
14
、
20
日
の
両
日
、
跡
市
女
性
部(

平

川
節
美
支
部
長)
は
跡
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
手
芸
教
室
を
開
催
し
、
部
員
15
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
今
年
の
干
支
「
辰

の
干
支
飾
り
」
を
フ
ェ
ル
ト
で
作
成
し
ま
し

た
。
副
部
長
の
森
﨑
玉
恵
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
型
紙
に
合
わ
せ
て
切
っ

た
各
パ
ー
ツ
を
丁
寧
に
縫
い
合
わ
せ
て
い

き
、
綿
を
詰
め
、
目
と
ツ
ノ
を
付
け
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
フ
ェ
ル
ト
の
風
合
い
と
、
コ

ロ
ン
と
し
た
愛
嬌
の
あ
る
可
愛
ら
し
い
作
品

が
で
き
あ
が
り
、
部
員
た
ち
も
「
糸
の
刺
し

方
で
表
情
が
違
っ
て
面
白
い
」「
パ
ー
ツ
を

組
み
立
て
る
作
業
は
頭
の
体
操
に
も
な
っ
て

良
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

昔
か
ら
そ
の
年
の
干
支
の
置
物
は
縁
起
物

と
さ
れ
、
玄
関
や
リ
ビ
ン
グ
に
飾
っ
て
お

く
と
、
１
年
中
家

を
守
っ
て
く
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
針
一
針
、

願
い
を
込
め
て
作

ら
れ
た
辰
の
干
支

飾
り
は
、
き
っ
と

各
ご
家
庭
に
素
敵

な
福
を
運
ん
で
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

三
隅
町
の
周
布
地
早
乙
女
会
は
１
月
21

日
、
周
布
地
集
会
所
で
ガ
ラ
ス
容
器
の
中
で

苔
を
育
て
て
い
く
作
品
「
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
作

り
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
講
師
の
苔
農
家
、

「
森
の
ま
ど
」
の
大
屋
真
弓
美
先
生
（
江
津

市
波
子
町
）
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
容
器
に

カ
ラ
ー
砂
を
慎
重
に
落
と
し
入
れ
、
そ
の
上

に
苔
を
植
え
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
使
用
し

た
苔
は
開
い
た
傘
に
見
え
る
カ
サ
ゴ
ケ
や
羽

の
よ
う
な
ホ
ウ
オ
ウ
ゴ
ケ
な
ど
種
類
の
違
う

５
種
類
で
、
組
み
合
わ
せ
や
配
置
を
考
え
な

が
ら
丁
寧
に
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
仕
上
げ
ま
し

た
。
各
自
、オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
が
完
成
し
、

「
作
る
の
も
楽
し
か
っ
た
が
、
今
後
の
苔
の

成
長
を
見
る
の
も
楽
し
み
」「
普
段
、
何
気

に
あ
る
苔
が

と
て
も
愛
お

し
く
思
え
て

き
た
」
と
手

の
ひ
ら
サ
イ

ズ
の
森
の
イ

ン
テ
リ
ア
を

嬉
し
そ
う
に

見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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山わさび山わさび（ホースラディッシュ /西洋わさび）（ホースラディッシュ /西洋わさび）栽培について栽培について

2024年３月号

★山わさびの上手な育て方
〇植え付け時期……山わさびは、耐寒性があるので時期として９月～翌年の４月目です。一番安定している

植え付け時期としては３月～４月です。

〇植え付け方法……植え付ける１週間前に土壌を中和させるため、１㎡あたり100ｇの苦土石灰を混ぜ込ん
でおきます。露地に植える場合は30cmから40cmに深めに掘り、苗は30cmの間隔で植
えましょう。

●管 理……夏は高温多湿となるため、できるだけ風通りのよい半日陰となる場所が最適です。
水はけのよい土壌に植え付けすることが大切で、水は乾いたらたっぷりと与えてます。
水が足りずに葉が萎れると栄養を送れず、山わさびの根が太くなりません。
また、水が不足すると根が固くなるので要注意です。

〇肥料の与え方……山わさびは、庭の片隅に植えておいたら勝手に育ってしまうほど生命力が強い植物です。
肥料はまず植えた１週間後から株元に化成肥料をばらまき土と混ぜて株に寄せます。そ
の後、同じ方法で３週間～４週間に根を太らせるために１回肥料を与えます。収穫する
まで、肥料と土寄せを繰り返していきます。

〇害 虫 対 策……栽培で注意しなくてはいけないのが、害虫による食害です。気温が高くなったら、こま
めな害虫駆除が必要となります。農薬での防除もありますが、人の手で卵や芋虫などを
排除していくのが確実です。また、木酢液を薄めて散布することやアブラムシには光を
反射するアルミホイルを茎に巻き付けておくことも効果的です。

●収 穫……根が十分に育ったタイミングで収穫します。時期としては10月下旬から11月に地上部の
葉っぱが黄色く枯れ始めてきたら収穫の目安となります。
収穫の仕方としては、まずは茎を残して葉を刈り取ります。次に根から少し離れた場所
に移植ゴテを入れ、ゆっくりと持ち上げて根わさびが土と一緒に持ち上がってきたら、
折れないように注意しながら引き抜きましょう。

★山わさびの増やし方
〇株分けで増やす方法 ……１本の根から株が分かれて芽が出ていたら、株分けができます。株分けする場合

は出ている葉と一緒に立ち上がっている根の一部（２～３cm）切って植えます。
株分けできるようになるのは、大体２年目以降の種球です。

〇根伏せで増やす方法 ……根伏せは山わさびを収穫した根を、２cmほど切って増やす方法です。直接植え
ても大丈夫ですが、水を張った皿やペットボトルで芽と根が出た状態で植え付け
した方が、上下を間違えないので安心です。（水は１日１回交換）

山わさび（ホースラディッシュ）をご存じですか？日本で根わさびとして食される
山わさびは、海外でホースラディッシュと呼ばれる西洋わさびの仲間です。見た目は
白い「ごぼう」のようですが、調味料やご飯のおともとして親しめる食材です。山わ
さびは、ツンとした辛さがローストビーフによく合うスパイスです。味はよく似ていま
すが、お刺身につけられる「本わさび」とは全く別の植物で畑やプランターで栽培し
て楽しめます。
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西部農林 水産 振興センターからのお知らせ

安全確認と防止対策でトラクター事故を未然に防ごう！

島根県西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5622）

例年、全国的に農作業が本格化する春以降に、農業機械の
転落・転倒を中心に農作業死亡事故が急増する傾向がありま
す。
令和５年は全国で303件の農作業事故が報告されており、
内訳は「死亡」が106件、「重傷」が88件、「軽傷・その他」
が109件となっています。
防止対策として、①転落・転倒のおそれがある危険箇所を

確認し、②補強したり封鎖することが重要ですが、こうした
対策が難しい場合は、③危険箇所の迂回や路肩がわかるよう
に草刈り、また目印を設置することでも効果が期待できます。
また、死亡率を１/８に減らすことができるシートベルト
装着は、習慣になるまで続けることが重要です。

引用：農林水産省ホームページ

事故を未然に防止できることが最善ですが、万一事故が起こった際にも慌てずに対応できるように事故発生
時の対応手順や緊急連絡先の確認をしておきましょう。

乗用トラクターの事故を防止するために
 路肩に気を付けよう
転倒・転落による死亡事故の殆どがほ場や農道で発生しており、路肩は危険がいっぱいです。
１．路肩がわかるように、草刈りをしたり、目印を立てる。
２．前後輪の内輪差を考えて、カーブを曲がる。
３．ほ場の出入口の傾斜方向に対し平行に侵入する。

 道路走行時の左右ブレーキ連結
トラクターのブレーキは、左右別々に利くので小回りができて
便利ですが、連結操作を忘れるとほ場の出入りや道路走行時に、
片ブレーキを誤操作して転倒する事故が多く発生しています。
下記の前には左右ブレーキを忘れずに連結しましょう。
１．ほ場へ出入りする。
２．道路を走行する。
３．傾斜地で作業する。
４．畔を乗り越える。
５．トラック等へ積み込む。

 作業機の下は危険
トラクター運転作業中に作業機から異音がすると、慌てて機械の中や下をのぞきこみたくなります
が、非常に危険です。安全な状態にして点検調整を行いましょう。
点検調整の前には、必ず下記の操作をします。
１．作業機を上げる。
２．昇降部の油圧ロックを掛ける。
３．駐車ブレーキを掛ける。
４．エンジンを切る。
５．ブロック等を作業機の下に入れて支える。
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人事異動のお知らせ
【地区本部内異動】	 令和６年３月１日付

氏　　名 新　　任 旧　　任
平谷　義弘 統括部長兼企画総務部 部長 統括部長兼企画総務部 部長兼ふれあい課 課長
横田　安美 企画総務部 総務課 統括支店 共済課
坂井　文幸 営農経済部 部長 営農経済部 次長
河野　成幸 営農経済部 営農企画課 課長 営農経済部 特産課 課長
肥後　利信 営農経済部 特産課 課長 営農経済部 営農企画課 課長
岡本　裕次 営農経済部 農産課 課長 旭事業所 所長
本田　健史 営農経済部 営農企画課 きんさい市場店 店長 営農経済部 特産課 係長
淺野　博照 営農経済部付 課長補佐 営農経済部 農産課 課長
森川　脩平 営農経済部 特産課 江津支店 渉外課 ＬＡ
山本由紀子 あぐり南店 金城支店 業務課
井下亜矢子 統括支店 金融課（年金相談員） 企画総務部 総務課付
佐々木亮太 統括支店 金融課（投信アドバイザー）兼浜田支店（投信窓販担当） 統括支店 金融課（投信アドバイザー）
青笹　貴大 統括支店 金融課（投信アドバイザー）兼浜田支店（投信窓販担当） 統括支店 金融課（投信アドバイザー）
湊　　秀明 統括支店 ローンセンター　係長 統括支店 ローンセンター
中根　嘉昭 統括支店 ローンセンター 江津支店 渉外課 ＬＡ
山縣　正治 統括支店 共済課 課長 金城支店 渉外課 課長
今若　　司 統括支店 共済課 課長補佐 統括支店 共済課 課長
佐々木千文 統括支店　共済課 企画総務部 総務課
後山　敦己 浜田支店 次長兼浜田東ふれあい店 店長 浜田支店 次長
山口　晋哉 浜田支店 渉外課 課長 弥栄事業所 所長
中山　春美 浜田支店 渉外課 ＬＡ 金城支店 渉外課 ＬＡ
向井　和弘 浜田支店 渉外課 ＬＡ 江津支店 渉外課 ＬＡ
西村　香織 浜田支店 渉外課 ＦＡ 浜田支店 業務課
中山　博幸 浜田支店 渉外課 地域担当渉外 浜田西支店 渉外課 地域担当渉外
岩田さやか 浜田支店 業務課 江津支店 業務課
榎　ゆき恵 浜田支店 業務課 旭事業所
澤江　彩佳 浜田西支店 渉外課 ＬＡ 浜田西支店 渉外課 ＦＡ
佐々木　誠 浜田西支店 渉外課 ＦＡ 企画総務部 総務課付
新田　孝男 浜田西支店 渉外課 地域担当渉外 浜田支店 渉外課 地域担当渉外
橋岡　泰珠 江津支店 渉外課 ＬＡ 浜田支店 渉外課 ＬＡ
大中　靖友 江津支店 渉外課 ＬＡ 浜田支店 渉外課 ＬＡ
住田　祥樹 江津支店 渉外課 ＬＡ 浜田支店 渉外課 ＬＡ
福原　幸子 江津支店 業務課 金城支店 業務課
岩地　達也 金城支店 次長兼雲城ふれあい店 店長 金城支店 次長兼業務課 課長
若本　貴志 金城支店 業務課 課長 浜田東ふれあい店 店長
森岡　拓史 金城支店 渉外課 課長 統括支店 ローンセンター センター長補佐
吉田　祐美 金城支店 業務課 係長 三隅支店 業務課
寺田　光博 金城支店 渉外課 ＬＡ 浜田西支店 渉外課 ＬＡ
松原　理恵 金城支店 渉外課 ＦＡ 金城支店 業務課
田原香那恵 金城支店 業務課 浜田支店 業務課
堀　　洋子 旭事業所 所長 雲城ふれあい店 店長
田村　　豊 旭事業所 金城支店 渉外課 地域担当渉外
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９日(火) 9時～17時
１０日(水) 9時～15時

旭事業所内

【補聴器 体験相談会】

9時～12時 旧 上府事業所
13時～16時 旧 美川事業所

Aコープみすみ

３０日(火）

あ 城）
展示会

１９日(金) 9時～14時 Aコープやさか

『阿刀の里』
江津市跡市町

１８日(木) 9時～12時２日(火） 9時～14時

２４日(水) 9時～14時

４日(木) 9時～14時 Aコープみすみ

１日(月) 9時～14時 Aコープやさか

８日(月) 9時～12時 旧 波佐事業所

５日(金) 9時～12時 雲城ふれあい店

メガネ・補聴器の専門店

お問合せ、訪問のご相談は 直通 ０９０-６９５５-１６１２ へ ぞ

移動型店舗店長 狩野 昭弘

『移動型店舗

パリミキカー』

認定補聴器技能者 メガネ＆サングラス

300本～

＋

令和６年 ４月度 ＪＡ巡回スケジュール いわみ中央地区

運転用、読書パソコン用、遠近両用でも

メガネ一式

税込

１級 眼鏡作製技能士

【本店・地区本部間異動】	
氏　　名 新　　任 旧　　任

井上まゆみ 企画総務部 ふれあい課 課長 本店総務部 ふれあい福祉課　課長
河野　純治 本店金融部 為替課 課長 浜田支店 渉外課 課長
森下　将俊 浜田支店 渉外課 ＬＡ 本店共済部 共済指導課（地区本部駐在）
岩下　元一 本店信用共済推進支援センター（共済トレーナー） 統括支店 共済課 係長

【出向】	
氏　　名 新　　任 旧　　任

吉原　準二 浜田市農林業支援センター 課長補佐 あぐり中央店　店長補佐（営農経済渉外員）
斎藤　英司 弥栄事業所 所長 浜田市農林業支援センター 課長補佐

【新規採用者】	
氏　　名 新　　任

三浦　義弘 営農経済部 農産課
川本　梨夢 江津支店 業務課
佐々木千代美 あぐり中央店

【退職】	 令和６年２月29日付

氏　　名 現部署・役職 職員区分 備　考
岡本　恭吉 営農経済部 部長 正 職 員 定 年 退 職
佐々木千秋 営農経済部 営農企画課 きんさい市場 店長 正 職 員 依 願 退 職
岩田　唯昭 営農経済部 特産課 准職員技術職 契約期間満了
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第
26
回
島
根
県
雪
合
戦
大

会
“
雪
合
戦
旭
２
０
２
４
”

が
浜
田
市
旭
町
市
木
の
ふ
れ

あ
い
広
場
に
て
１
月
27
、
28

日
の
２
日
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
暖
冬
で
雪
に
恵
ま
れ

ず
屋
内
で
の
大
会
が
続
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
大
会
前
に

降
っ
た
雪
の
お
か
け
で
６
年
ぶ
り
に
屋
外
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
レ
デ
イ
ー
ス
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
各
リ
ー

グ
に
全
28
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
雪
の
中
で
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
雪
合
戦
は
雪
玉
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
す
で
に
戦
い
が
は
じ
ま
っ

て
お
り
、
１
チ
ー
ム
７
人
の
選
手
が
コ
ー
ト
内
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
利
用
し

て
雪
玉
を
投
げ
た
り
、
相
手
チ
ー
ム
の
フ
ラ
ッ
グ
を
奪
い
合
う
競
技
で
す
。

戦
略
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な
競
技
で
、
選
手
達
の
全
力
プ
レ
ー
、
見

て
い
る
方
も
応
援
で
熱
く
な
り
ま
さ
し
く
『
夏
よ
り
熱
い
冬
が
く
る
』
の

言
葉
ど
お
り
、
会
場
は
熱
気
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

26
年
前
か
ら
、
こ
の
大
会

を
見
て
こ
ら
れ
た
、
実
行
委

員
長
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か

ら
参
加
し
て
い
る
地
元
選
手

も
お
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
続

く
雪
合
戦
大
会
に
成
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

皆
さ
ん
も
旭
町
か
ら
『
熱

い
冬
』
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

熱
き
戦
い
雪
合
戦

４月22日㈪
浜田西支店

午後３時から
午後７時まで

ローン相談
開催中

いわみ中央地区本部
ローンセンター

いわみ中央地区本部１階ローンセンターでお待ちしております!!

第２・第４土曜日開催！

受付時間／9：30～15：00
４月 13日・27日

JAしまね　いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024	島根県浜田市黒川町3741
℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

©よりぞう

いわみ中央葬祭センター 事務所移転のお知らせ
このたび、いわみ中央葬祭センターは令和６年３月23日（土）より
虹のホールはまだ（浜田市下府町 1821-5）隣へ移転いたします。

一層のサービス力向上に努めてまいりますので、よろしくお願い致します。

TEL：0120-222-532　FAX：0855-22-0485
（TEL・FAX番号に変更はありません）
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